




「燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを加熱し
て作られる固形物」(IPCCガイドライン, 2019年)
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*2019 Refinement to the 2006 IPCC Guidelines for National Greenhouse Gas Inventories 

バイオ炭(Biochar)



土壌中のバイオ炭の効用 Benefits of biochar in soil

Shackley, et al.(2016)

バイオ炭(Biochar)



2018年、気候変動に関する政府間パネル(IPCC)「1.5℃特別報告書(SR15)」に初めてバイオ炭が⼆酸
化炭素貯留技術（⼿法）として記載

4.3.7 Carbon Dioxide Removal (CDR) （⼆酸化炭素除去）
4.3.7.3 Soil Carbon Sequestration and Biochar （⼟壌炭素隔離とバイオ炭）

バイオ炭を用いた温暖化対策

SDGs ゴール13 気候変動



バイオ炭を用いた温暖化対策(日本の動向)
J-クレジット：
CO2などの温室効果ガスの排出削減量や吸収量を国が認証する制度
バイオ炭を農地土壌へ施用することもこの制度の対象に(2020年9月)。

バイオ炭を農地に施用した農家は、埋設したバイオ炭に含まれる炭素の量に応じて、
CO2削減量が認証される
＊ただし、バイオ炭は品質が証明されたものに限る

→ 農家が温暖化対策を行うこと(バイオ炭の農地への散布/埋設)で金銭的対価が得られる形に。
→ 1t-CO2当たり30,000円 (2022年6月開始のバイオ炭普及会第2会プログラムにおいて)

(1t-CO2＝剪定枝炭で440kg程度, 竹炭で640kg程度、籾殻炭で900kg程度)
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例：バイオ炭の農地施用とJ-クレジットの関連

バイオマス購入伐採・運搬・粉砕 炭素固定未利用
バイオマス 製炭事業者 バイオ炭

温暖化問題・地域課題への間接的貢献

農作物の購入 バイオ炭の農地施用
住民/消費者 農地 農業従事者

購入
支払い

炭素貯留量に応じたJ ‒クレジットの取得

農作物の販売による収入

バイオ炭への支払い

森林管理事業者
産廃事業者

J-クレジット の販売

J-クレジット市場

収入

概要図
炭素の流れ
お金の流れ



開放型炭化機(560ℓ)による⽵炭の製造

１.5-2時間で⽵炭を400リットル程度製造

ゼミの活動で年間1トン程度製造



秋⽥県横⼿市
果樹の剪定枝でバイオ炭を製炭

農地に散布





l バイオ炭を⽤いて⽣産した野菜に
クルベジシールを貼り付ける。

炭素隔離の認証

l 企業のCSR認証の機能（広告機能を併せ持つ）
l 消費者にとっての新たなエコブランド

京阪百貨店 すみのどう店



島根県⽴⼤学での取り組み



県内⾼校と県⼤⽣とのバイオ炭作り 雲南市の農家さんたちとのバイオ炭作り

製炭に関する地域との連携

安来情報科学⾼校⽣とのバイオ炭作り体験 浜⽥市の農家さんたちとのバイオ炭作り



地域住民との竹炭を施用した畑でのサツマイモ栽培@島根県大田市

⽵炭の農地施⽤@くりの⾥ サツマイモの苗植え



環境教育：バイオ炭と温暖化の講義

2023年7月19日 島根県大田市大森小学校の4-6年生を対象に実施

使⽤不可



環境教育：バイオ炭作り体験

2023年10月14日
島根県大田市大森小学校の生徒24名、
島根県立大学の大学生9名、大田市の住民3名
県外からの協力者1名で実施



環境教育：温暖化対策への貢献としての表彰式(12月7日)

使⽤不可



耕作放棄地を畑に戻し、試験的な環境配慮の野菜作り
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139kgの⽵炭を散布

368.1kgのCO2を削減
Jクレ：11,000円程度

来年度はクルベジの
認証を取得して販売
予定



浜⽥市の取り組み



講演会の実施(11⽉30⽇, 弥栄会館)

30名超の参加者(浜⽥市の農家, 島根県⼤⽣, 卒業⽣他)



講演会の実施(12⽉1⽇, 弥栄地区視察)

農業組合法⼈Dream Agri様
・2022年11⽉に3つの農業組合法⼈が合併
・⽔稲50 haから42 tonの籾殻
・ 来年度、製炭を予定

e.g., 10 tonのバイオ炭で約12 ton-CO2

⼩松ファーム様
・有機野菜栽培⽣産者
・腐葉⼟に炭を⼊れた⼟づくりを検討





Appendix




